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研究計画内容 [研究の背景と目的] 2020年 2月 27日、当時の安倍首相は新型コロナウイルス（Covid-

19）の流行に対処するため、全国の学校に休校を要請した。この休校は教育に様々な影

響をもたらしたと報じられている。 

私達は休校が小学生に与えた影響に注目する。小学生は心身が発達していないため、

休校等の影響を受けやすいのではないかと考えるからである。本研究では、この休校・

分散登校やオンライン学習が小学生の学習成績や子どもたちのメンタルに与えた影響を

研究する。また、休校中のオンライン学習などの取組の効果についても解明したい。 

[研究の対象と方法] 私達は、国立教育政策研究所教育課程研究センターによる｢全国学

力・学習状況調査｣の平成 25年度から令和 4年度、都道府県別の国語と算数の結果と質

問紙の回答結果を用いて、Covid-19の発生前後で小学生の学力や心身の状態の変化を分

析する。分析手法は、最小二乗法や固定効果モデルによる分析を使用する。そして、休

校が国語と算数の成績にどのような影響をもたらしたのか、また、児童質問紙のアン

ケート結果を用いて、子どもたちのメンタルの変化を分析する。 

[先行研究と本研究の独創性] 先行研究では、公立小学校における財政運営の在り方や

学力テストのあり方について研究されてきた。齋藤(2011)では、都道府県の公立小学校

で効率的な教育財政運営が実施されたか、非効率ならば、どのような要因があるかを検

証した。石川他 (2017)では、今後の教育政策をエビデンスに基づく学力テストのあり方

を示した。私達の研究では、Covid-19による休校が子どもたちの学力や心身の状態に与

えた影響を分析する点に独創性がある。 

[研究の社会的意義] 子どもたちの学力や心身の状態に与えた影響を分析することで、

今後 Covid-19のような感染症や自然災害が起こり長期間休校になった際に、子どもたち

の学力やメンタルに悪影響を与えないための施策について知ることが出来ると考える。 
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